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１
月
７
日
㈰
、パ
ト
リ
ア
日
田
で
、令
和
６

年
日
田
市
20
歳
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
以
降
も
、20
歳
の
人
を
対
象
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、そ
の
節
目
を

迎
え
た
6
2
5
人
の
内
5
1
0
人
が
式
典
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、椋
野
美
智
子
市
長
が
式
典

の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、「
一
人
で
は
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

と
き
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
助
け
を
求

め
て
く
だ
さ
い
。
助
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
な

く
時
に
は
あ
な
た
が
助
け
る
側
に
回
る
、そ

ん
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
と
豊
か
さ
が
こ
れ

か
ら
の
人
生
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
」と

激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。そ
の
後
、実

行
委
員
の
黒
木
さ
ん
、中
島
さ
ん
の
２
人
が

「
二
十
歳
の
決
意
発
表
」を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、思
い
出
写
真
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
バ
ッ
ク
に
日
田
林
工
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
、実
行
委
員
長
の
鯉
川
さ

ん
か
ら
各
地
区
代
表
者
へ
記
念
品
の
名
刺
入

れ
の
贈
呈
、最
後
は
、恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、会
場

は
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
温
か
い
拍
手

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、実
行
委

員
６
人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
挨
拶
を
し
、式
典

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

は
た
ち
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何
事
も
前
向
き
に
、今
し
か
で
き
な
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

中島中島広広
こ う たこ う た

大大さんさん

春
か
ら
製
薬
会
社
に
就
職
す
る
た
め
、

多
く
の
人
の
助
け
に
な
る
よ
う
な
薬
を

作
り
た
い
。

諌山 諌山 遥遥
はるかはるか

さんさん

自
分
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

生
活
を
豊
か
に
し
、こ
れ
か
ら
の
人
生

を
楽
し
み
た
い
。

黒木黒木嘉嘉
か づ さか づ さ

津才津才さんさん

挑
戦
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
挑
戦
し

て
、自
分
の
考
え
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

三笘三笘麗麗
れ い なれ い な

菜菜さんさん

2024.２.１ 広報ひた　　42024.２.１ 広報ひた　　4

令和６年令和６年

日田市日田市
20歳の20歳の
つどいつどい

留
学
で
得
た
多
く
の
知
識
と
経
験
を

活
か
せ
る
職
に
つ
き
、社
会
に
貢
献
で

き
る
人
に
な
り
た
い
。

吉武吉武木木
このみこのみ

実実さんさん

や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
全
て
挑
戦

し
、感
性
を
も
っと
豊
か
に
し
た
い
。

鯉川鯉川晴晴
はるみはるみ

海海さんさん

実
行
委
員
の
皆
さ
ん

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
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※ 咸宜、桂林、田島地区の人は、随時、税務課市民税係（市
役所１階）にお越しください。

■申告相談会の日程・会場
　市県民税申告の相談会を各振興局、地区公民館で開催します。
　申告に関する相談のある人は、必要な書類等をお持ちの上、お越しください。

■市県民税申告が必要な人
　令和６年１月１日現在、市内に住所（居住）があり、前年中に下記の所得があった人
①営業、農業、不動産などの所得があった人
②給与所得者で次に該当する人
・勤務先から市に給与支払報告書が提出されていない人
・退職し、再就職していない人（年末調整が未済、控除などの追加がある人）
・給与所得以外にほかの所得がある人
③給与所得者や年金受給者で、各種所得控除を市県民税の申告書で申告する人

■申告に必要なもの
□本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、パスポートなど）　
□令和５年中の所得が分かるもの（給与又は年金の源泉徴収票、給与明細書など）
□各種所得控除を申告する場合
・社会保険料や生命保険料、地震保険料などの領収書、支払証明書（原本）
・障害者手帳、療育手帳、長寿福祉課が発行する障害者控除等認定証などの証明書
・医療費控除の明細書等　
※医療費控除の明細書は、国税庁ホームページ（右記二次元コード）からダウンロ－ドできます。
※郵送で提出する場合、本人確認書類についてはコピーを添付してください。

開催日 場 所 時 間

２
月

２日㈮
天瀬公民館五馬分館（大会議室） 午前9時30分～正午
天瀬公民館東渓分館（大会議室） 午後1時30分～4時

５日㈪ 天瀬公民館（中会議室）

午前10時～午後3時

６日㈫ 大山振興局（中会議室）
７日㈬ 中津江振興局（1階会議室）
８日㈭ 上津江振興局（2階会議室）

９日㈮
前津江振興局（会議室）
五和公民館（和室）

13日㈫

三芳公民館（学習室） 午前９時30分～正午
若宮公民館（研修室〈和室〉） 午後１時30分～４時
東有田公民館（2階研修室） 午前９時30分～正午
西有田公民館（研修室） 午後１時30分～４時

開催日 場 所 時 間

２
月

14日㈬

小野公民館（研修室） 午前９時30分～正午
三花公民館（集会室） 午後１時30分～４時
高瀬公民館（小会議室） 午前９時30分～正午
日隈公民館（集会室） 午後１時30分～４時

15日㈭

朝日公民館（多目的ホール） 午前９時30分～正午
光岡公民館（集会室） 午後１時30分～４時
大鶴公民館（図書室） 午前９時30分～正午
夜明公民館（会議室） 午後１時30分～４時

申告を忘れないよう
よろしくお願いします！

■市県民税の申告時期は窓口が混み合いますので以下の点についてご協力をお願いします
・申告書の必要事項を記入の上、返信用封筒での郵送提出にご協力ください。　
・市役所や各振興局、公民館での申告相談会に来られる場合は、できる限り内容を記入した申告書をお持ちください。
・ 例年、申告書送付後、１～２週間、週初めや週末は窓口が特に混み合いますので、来庁される場合はこの時期をなるべく避

けてお越しください。

■ふるさと納税ワンストップ特例制度を申請した人はご注意ください
　確定申告書や市県民税申告書の提出をする場合は、ワンストップ特例制度は適用されません。改めて寄附控除を受けるた
めの申告をする必要がありますのでご注意ください。　※申告には寄附金の受領書等が必要になります。

　森林環境税は、国内に住所を有する個人に対して令和６年度から課税される国税です。市県民税均等
割の枠組みを使って年額1,000円／人を市町村が賦課徴収することとされ、その税収の全額が森林環境
譲与税として都道府県・市区町村へ譲与される仕組みとなっています。詳細は市ホームページ（右記二次
元コード）をご確認ください。

令和６年度から森林環境税が導入されます
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　市では所得や控除の申告が必要と思われる人に、市県民税申
告書を１月26日㈮付けで送付しています。申告書が届いた人は、
必ず提出してください（郵送可）。
※ 詳細は市ホームページ（下記二次元コード）で確認、又は税務

課市民税係か申告相談会場でお問い合わせください。

■申告フローチャート
　簡易に判断する場合のフローチャートで自分の申告を確認してみましょう。
※納め過ぎた所得税の還付を受ける場合は、下表に関わらず確定申告が必要です。

ス
タ
ー
ト

令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、

日
田
市
に
住
ん
で
い
た
。

令
和
５
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

日
田
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

い
い
え

はい

収入なし
※年齢は令和６年１月１日現在です。

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

申告不要

申告不要

申告不要

年金収入のみで148万円（65歳未満は
98万円）以下

年金収入のみで148万円（65歳未満は
98万円）超、400万円以下

年金収入が400万円以下で、他の所得
（20万円以下）がある

年金収入のみで400万円を超える

年金収入以外の所得が20万円を超える
（年金収入に関係なく）

所得金額より控除が多い（所得税が課税
されない）

所得金額より控除が少ない（所得税が課
税される）

・誰の税法上の扶養にもなっていない
・日田市以外の親族の税法上の扶養になっている

日田市在住の親族の税法上の扶養になっている

年末調整済み（１か所からの給与のみ）

給与収入以外の所得が20万円以下

・年末調整の内容に変更がある
・医療費控除を受ける
・雑損控除を受ける
・副業の給与収入が20万円を超える
・年末調整が済んでいない
・給与収入が2,000万円を超える
・給与収入以外の所得が20万円を超える

主に年金収入

主に給与収入

事業所得（農業、営業など）、
不動産所得、雑所得、
一時所得、利子所得、
配当所得、総合譲渡所得

非課税収入のみ（遺族年金、
障害年金、失業給付金など）

・住宅借入金等特別控除（初年度）
・先物取引の雑所得
・上場株式などの配当所得

・譲渡所得（土地・建物）
・株式等の譲渡所得
・山林所得

■提出場所　　　税務課市民税係（市役所１階）
■窓口受付時間　平日　午前８時30分～午後５時

令和６年度

－市県民税－
税の申告

申告受付期限

※土・日曜日、祝日を除く。

２月29日㈭まで

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）
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　人口減少に伴う市税や普通交付税の減少等によって、日田市の財政状況は年を追うごとに厳しくなっていくことが見込まれ
ます。こうした状況に適切に対応していくため、歳入の確保に努めながら、事業費の精査をこれまで以上に徹底するなどの取
組みを強化し、持続可能な財政運営に努めます。

財政の健全化に向けて

　経常収支比率とは、税など自治体が自由に使える収入に対し公債費や
人件費、扶助費といった経常的に必要な費用の占める割合のことで、家計
に例えると、給料などのような毎月決まって得られる収入に対して住居費や
光熱水費、ローンの返済などのような毎月確実に支出しなければならない
経費の割合のことです。この比率が低いほど、財政構造が弾力性に富んで
いるとされています。

経常収支比率

令和６年度
①

令和10年度
②

差し引き
②-①

94.8％ 95.8％ ＋１.0
ポイント

歳入・歳出の推移

▲

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

440

400

380

360

340

（億円）

385.0億円

426.3億円

356.1億円
350.4億円

357.1億円

歳入

歳出

367.0億円
382.7億円

　令和10年度までの試算では、納税義務者数の減などによって市税が減少し、また、普通交付税についても国勢調査人口
の減に伴う影響などから減少が見込まれ、歳出の抑制を行っても財源不足が生じます。その財源不足を補うため、３基金を取
り崩すことになり、残高が減少します。
　また、市債残高については、災害復旧事業や施設の更新などの普通建設事業によって各年度で変動があり、償還額が借
入額を上回る年度もありますが、推計期間を通じて残高は増加する見込みです。
※３基金残高とは、財政調整基金・減債基金・退職手当基金の３つの基金を合算した額のことです。

３基金残高と市債残高（市の借金）の推移

３基金残高（億円）
100

339.0
334.4

365.2
358.3

348.3
80

60

40
令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和10（年度）

市債残高（億円）
380

360

340

320
令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和10（年度）

▲
▲

▲

368.9億円

420

▲

▲

419.7億円

360.7億円

87.4 85.6
79.2

74.9
68.4
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日田市の財政推計　普通会計

　この推計は、令和５年度の決算見込額及び事業実施計画を基礎に、以下の目的で試算したものです。
①健全な財政運営のために必要となる令和６年度から令和10年度までの５か年の予算編成の基礎的資料とするため
②中期的視点から、日田市総合計画における施策・事業を進める際の財源の目安とするため
③市の将来の財政状況を市民に公表し、本市の行財政運営に対する理解をお願いするため
※ 将来の予算額を決定したものではありません。

財政推計の目的等

区分 令和６年度
①

令和10年度
②

差し引き
②-① 概要

市税 80.3 78.6 △1.7

個人市民税・法人市民税・固定資産税・軽自動車税などの合計です。
全体としてはコロナ禍以前の水準に回復していますが、納税義務者数の減、
経年減価による既存家屋及び償却資産の評価額の減を見込み、市税全体
では減少する見込みです。

地方交付税 119.2 117.5 △1.7
全ての自治体が一定水準のサービスを提供できるように、国から交付され
るお金です。国勢調査人口の減少による影響などによって、推計期間を通
じて減少する見込みです。

国県支出金 82.3 71.9 △10.4
市が行う事業に対して、国や県から補助金等として交付されるお金です。
建設事業や災害による影響が大きく、推計期間中に新清掃センターの建設
を見込んでいるほか、各事業費の増減に伴い、各年度で変動します。

市債 41.2 30.0 △11.2

建設事業や災害復旧事業などを行うときに国や金融機関から借入するお
金です。国県支出金と同様、建設事業や災害による影響が大きく、推計期
間中に新清掃センターの建設を見込んでいるほか、各事業費の増減に伴い、
各年度で変動します。

その他 59.6 52.5 △7.1 水郷ひた応援基金や森林環境譲与税基金等の、特定目的基金からの繰
入れなどを見込んでいます。

歳入総額 382.7 350.4 △32.3 ※財政調整基金・減債基金・退職手当基金からの繰入額は含めていません。

（単位：億円）歳入

※総額は、端数処理のため内訳と一致しない場合があります。

区分 令和６年度
①

令和10年度
②

差し引き
②-① 概要

人件費 58.0 57.3 △0.7

特別職・一般職の給与や議員報酬です。令和６年度以降は職員数が維
持される見込みとしています。
※ 退職手当は、令和６年から令和10年の推計期間中、0.8億円～3.7億

円を見込んでいます。

扶助費 79.0 71.3 △7.7
高齢者・障がい者等に対して行う様々な支援や生活保護費、少子化対策
等の経費で、障害福祉関連はサービス利用者増等から増加を見込みます
が、児童関連費用は児童数の減少に伴い、給付費等は減少する見込みです。

公債費 40.2 42.8 2.6 借入を行った市債の元利償還金の支払いに要する経費で、新清掃センター
の建設に伴う借入の償還によって増加する見込みです。

投資的経費 80.5 56.2 △24.3

建設事業や災害復旧等に要する経費です。災害の影響や施設の更新等に
よって各年度で変動し、推計期間中に新清掃センターの建設を見込んでい
ます。また近年の災害の激甚化・頻発化に鑑み、災害は今後も起こり得る
ことを想定し「令和2年7月豪雨災害」における復旧費を参考に、各年度に
復旧事業費を計上しています。

その他 127.4 129.5 2.1
公共施設の管理経費や補助金、積立金等の経費です。災害に備えるため
の災害対策基金については「投資的経費」で各年度に復旧事業費を計上
していますが、災害が発生しなかった場合は基金への積み立てを検討します。

歳出総額 385.0 357.1 △27.9

（単位：億円）歳出

　市では将来の財政見通しを明らかにするため、令和６年度から令和10年度までの今後５か年の財政推計を作成し、市ホー
ムページに掲載しています。今号では、その中から主な内容についてお知らせします。
※ 普通会計とは一般会計と特別会計の一部（診療所事業・給水施設事業・住宅新築資金等貸付事業）を一つの会計として

まとめたものです。
問財政課財政係☎㉒８６３４（市役所４階）
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●「咸宜園の日」記念事業を行います

　市では、廣瀬淡窓が現在の地に咸宜園を開いた2月23日を「咸宜園の日」と定め、記念事業を開催します。いずれも入場
無料・申込不要です。皆さんのご来場をお待ちしています。

「咸宜園の日」記念講演会・研究奨励事業報告会
▶とき
　2月23日㈷　午後1時～4時
　（開場　午後0時30分）
▶ところ　パトリア日田　小ホール
▶�内容
・ 咸宜園世界遺産登録推進小学生作文コンクール最優

秀賞受賞作品発表
・記念講演会
　「明治の実業家と漢学」
　【講師】　町 泉

せんじゅろう
寿郎 氏（二松學舍大學文学部教授）

・研究奨励事業報告会
　 「  咸宜園出身の浄土真宗本願寺派僧侶の宗教活動
　～石丸八郎を中心に～」
　【報告者】　 小林健

け ん た
太 氏（本願寺史料研究所研究員）

　「  五馬市村・専称寺と長家の人物たち～専称寺虚舟・
長梅外を中心として～」

　【報告者】　 竹尾浩
ひろゆき

享 氏（自営業）

淡窓先生に学ぶ～学校の取り組み～展示
▶とき　2月８日㈭～20日㈫
　午前９時30分~午後４時（最終日は午後３時まで）
▶ところ　アオーゼ1階　多目的ホール
▶内容
　 令和5年度の市内小・中学校における廣瀬淡窓や咸

宜園などに関する学習成果の展示及び世界遺産登録
に向けた取組みに関するパネル等の展示

春季企画展「咸宜園教育研究センター新収蔵品展」
▶とき　2月15日㈭～５月７日㈫
　午前９時~午後５時（入館は午後４時30分まで）
※ 水曜日休館ですが、３月31日㈰までは全日開館します。
▶ところ
　咸宜園教育研究センター公開展示室
▶内容
　咸宜園教育研究センターで新たに収蔵した資料等を展示

●令和６年度　点訳・音訳ボランティア養成講習会

▶期間
　 ４月～令和７年３月（４０回程度）
▶日時
・点訳ボランティア
　毎週金曜日　午前10時～正午
・ 音訳ボランティア
　毎週火曜日　午前10時～正午
▶ところ
　大分県点字図書館（大分市）
▶対象
・ 原則、講習会を毎回受講できる人
・ パソコンを所有し、簡単な操作ができる人
・ 講習会終了後は、ボランティアとして継続して点字図書

館における点字図書、録音図書等の製作等に協力でき
る人
▶募集数
　点訳・音訳　各１６人程度

▶受講料
　無料
▶申込方法
　 メール又は往復はがきに希望講習会名・住所・氏名・

年齢・電話番号・リモート受講の可否を明記し、下記
まで申込み
▶申込先
　（福）大分県盲人協会 大分県点字図書館
　〒８７０‐００４３
　大分市中島東１‐２‐28
　☎０９７‐５３８‐０３９９
　℻０９７‐５３８‐０５３７
　🅼🅼oita-kenmou.tenjitoshokan@mbr.nifty.com

　「（福）大分県盲人協会 大分県点字図書館」は、視覚障がい者に対する県民の正しい理解を深め、障がいのある人もない
人もともに明るく暮らすことができる社会づくりを推進しています。今回、「点訳」「音訳」活動を通して視覚障がい者の社会
参加と自立の促進、また、文化の向上に寄与することを目的として、点訳・音訳ボランティア養成講習会を開催します。

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

問咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８（水曜日休館）

【申込期限　３月12日㈫　必着】
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▶令和５年度対象者（市内に住民登録をしている人）
①次の生年月日の人
・昭和33年４月２日生～昭和34年４月１日生
・昭和28年４月２日生～昭和29年４月１日生
・昭和23年４月２日生～昭和24年４月１日生
・昭和18年４月２日生～昭和19年４月１日生
・昭和13年４月２日生～昭和14年４月１日生
・昭和８年４月２日生～昭和９年４月１日生
・昭和３年４月２日生～昭和４年４月１日生
・大正12年４月２日生～大正13年４月１日生
② 60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又

はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害がある人
（身体障害者障害程度等級表１級相当）

※今までに肺炎球菌ワクチンを接種した人は対象外です。
▶自己負担額
　2,470円（診察のみの場合は980円）

▶受付時間　
　土・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時
▶受付場所　
　３日以内窓口（市役所１階）
　各振興局・振興センター
▶受付方法　
・上記受付場所へ直接持参
・現金書留
　〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　総務課行政係（市役所４階）
※ 日本赤十字社を通じた義援金も12月27日㈮まで受け

付けます。
※物資の受付は行っていませんのでご注意ください。

※ 次の人は、接種時に下記いずれかの証明書を医療機
関に提示すると無料です。

・生活保護を受けている人
　生活保護受給証明書/診療依頼証
・市県民税非課税世帯の人
　 非課税証明書/後期高齢者医療限度額適用・標準負

担額減額認定証/介護保険負担限度額認定証
　 保護証明書は社会福祉課（市役所２階）、非課税証明

書は税務課（市役所１階）で取得できます。
※ 証明書がないまま接種した場合、助成を受けられないこ

とがあります。
※非課税証明書は各振興局でも取得できます。
▶持参するもの
①個別通知に同封した予診票
②本人確認できるもの（健康保険証など）
③証明書等（該当者のみ）
④身体障害者手帳など（該当者のみ）
※ 県外の医療機関で受診する場合は、個別の手続が必

要です。事前に下記までお問い合わせください。

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう

　高齢者肺炎球菌ワクチンが定期予防接種の対象となるのは、生涯で１回のみです。実施医療機関は下記又は各医療機関
にお問い合わせください。なお、予防接種を受けることについては、かかりつけ医等に相談し、それぞれ個人で判断してください。
接種をする場合は、事前予約を行ってください。
※今年度の対象者は、下記のとおりです。早めの接種をお願いします。

　1月1日に発生した令和６年能登半島地震で犠牲になられた方々に深く哀悼の意を表すとともに、被災された多くの皆様に
心からお見舞いを申し上げます。
　被災地の皆様への一刻も早い支援と一日でも早い復興を願い、義援金を受け付けていますので、市民の皆様の温かいご
支援・ご協力をお願いします。

●令和６年能登半島地震に係る災害義援金の受付を行っています

詳細はこちら▶

問総務課行政係☎㉒８２０１（市役所４階）

問健康保険課保健医療係☎㉒８３７０（市役所３階）
詳細はこちら▶

【受付期限　３月29日㈮】

【接種期限　３月31日㈰】



2024.２.１ 広報ひた　　12

▶とき　２月18日㈰　午前８時～正午
▶ところ　亀山公園
▶集合場所　亀山公園駐車場
※午前７時５０分までに集合してください。
※ 参加する際は、帽子や手袋などの防寒対策をお願いし

ます。
▶講師　日本野鳥の会大分県日田地区支部
▶参加費　無料
▶募集数　3０人（先着順）

　冬の亀山公園で、木々に集まる小鳥の群れや水辺で暮らす水鳥の仲間を観察しませんか。

●冬のバードウォッチング

【申込期限　２月９日㈮】●５歳児発達相談会

　小学校入学を１年後に控えた５歳児の発達に関する相談に、医師、臨床心理士、言語聴覚士、児童発達支援センター職員、
教員、保健師等が応じます。

▶とき　２月21日㈬
　（受付　午前９時30分から）
▶ところ　ウェルピア

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア）

問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ３階）

▶対象　平成30年12月１日～平成31年４月１日生まれ
　の子供と親又は家族など
▶申込方法　 下記に電話で申込み

▶申込方法　
　電子申請（上記二次元コード）又は下記に電話で申込み
※定員に達し次第、締め切ります。

●『進撃の巨人』のキャラクターを活用した商品開発説明会を開催します！

　日田市出身の諫山創
はじめ

氏の著作物『進撃の巨人』を活用
し、地域活性化のため商品開発を行いたい事業者への説
明会を開催します。

▶�とき　２月６日㈫　午後７時～９時
▶ところ　アオーゼ１階　多目的ホール
▶参加費　無料

【申込開始　２月２日㈮】

問〒８７７-００１２　日田市淡窓２丁目２番１８号
　世界遺産推進室☎℻㉒０２６８（咸宜園教育研究センター内）

●「子どもガイド」の案内で日本遺産を学びませんか

　天領日田おひなまつりの開催に合わせ、小学生による
日本遺産「子どもガイド」を実施します。咸宜園や豆田町
などの日本遺産を子どもガイドの案内で学びませんか。

▶�とき　２月17日㈯、３月２日㈯・16日㈯
▶コース・ガイド時間
・A 咸宜園コース （受付／咸宜園教育研究センター）
①午後１時～　②午後１時45分～　③午後２時30分～
・B 豆田町コース （受付／豆田まちづくり歴史交流館）
①午後１時～　②午後２時～
※所要時間30分程度（当日受付可）。

▶参加費　無料
▶申込方法　電子申請で申込み
※ はがき・電話・ファックスでの申込みもできます。詳細

は市ホームページをご確認ください。

【申込期限　各開催日の前日】

◀電子申請はこちら

市ホームページはこちら▶

問商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）　日田市コラボ事業者共同団体☎０８０－２３８０－３５９８
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　日田市では、市民や議会、行政などがそれぞれの役割を果たしていくための基本的なルールとして、「日田市自治基本条例」
を制定し、「市民一人ひとりが誇りを持って、安心して幸せに暮らすことができる、市民主体のまちづくり」の実現を目指しています。
今号では、市民サービスの向上や地域課題の解決につながる提案を市と市民（ＮＰＯ等の団体）が協議しながら実施する「市民サー
ビス協働事業」の取組事例の一つとして、「前津江町関係人口創出事業」を紹介します。

身近なまちづくり活動と自治基本条例身近なまちづくり活動と自治基本条例

今後も、市民参画、協働、情報共有の取組事例を通じて、自治基本条例のことを紹介していきます。
市民サービス協働事業の詳細は、市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

前津江町関係人口創出事業とは
　奥日田オーガニックビレッジ研究会と市が一緒に協力しながら企画・実施する事業で、過疎化が進む前津江地域で「耕作
放棄地の問題」を中心とした地域課題の解決を目指し、「農業体験・畑のレストランの開催」等、前津江の魅力を発信するこ
とで、関係人口（農業を通じて前津江を第二のふるさとと思う人々）を創出するものです。

●農業体験・畑のレストランの開催
　 　耕作放棄地で育てた作物を収穫し、獲れたての食材を使った料理を畑で

いただきました。
・令和5年10月１日㈰　開催 　「枝豆収穫体験×桜滝KITCHEN」
　参加者18人（前津江町内11人、前津江町外７人）　
　枝豆収穫・その場で食べる体験（枝豆スープ・枝豆パスタ）
・令和5年10月15日㈰　開催　「稲刈り体験×ヒツジとトラ」
　参加者33人（前津江町内８人、前津江町外25人）　
　稲刈り体験、羽釜ご飯炊き（前津江野菜カレー）
●前津江の魅力を知ってもらうための小冊子作り
　市内の観光施設等に設置
●前津江魅力紹介パネル設置
　スノーピーク奥日田キャンプフィールドに設置

農業体験を通して、
前津江の楽しみ方を再発見！

問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２３（市役所６階）
　まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）　前津江振興局☎�２１１１

　２月15日㈭から３月31日㈰まで、天領日田おひなまつ
りが開催されます。期間中、豆田地区の上町通りと御幸
通りでは、下記の時間帯に一方通行となりますので、ご協
力ください。詳細は、広報ひた２月１日号に同封の天領日
田おひなまつりパンフレット、又は市ホームページ（下記二
次元コード）をご覧ください。

▶交通規制時間・期間
　午前10時～午後５時
　２月23日㈷・24日㈯・25日㈰
　 ３月２日㈯・３日㈰・９日㈯・10日㈰・
　16日㈯・17日㈰・20日㈷

●第41回天領日田おひなまつり 豆田地区の交通規制

天領日田
資料館 豆田

郵便局

大分
銀行

港町
市営駐車場

御幸通り 上町通り

西部振興局

花月川花月川
御
幸
橋

一
新
橋

▼交通規制図

問日田市観光協会☎㉒２０３６ 観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）
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●大分県交通災害共済加入受付開始

　大分県交通災害共済の令和６年度加入申込みを２月１日㈭から開始します。交通災害共済は一人年間３６０円の掛け金で、
万一のときにお互いに助け合う制度です。本市に住民登録をしていれば加入することができます。加入を希望する人は、広報
ひた2月1日号に同封のパンフレットで内容を確認の上、申込書に必要事項を記入し、掛金を添えて班長にお渡しください。

▶�受付場所
　市役所７階　702会議室（４月からは市民課）
　各振興局、振興センタ―
▶受付時間
　午前９時～午後４時30分

問市民課生活安全係☎㉒８３９５（市役所１階）

詳細はこちら▶

●職業訓練コース説明会・施設見学会参加者募集

　大分職業能力開発促進センター（ポリテクセンター大分）では、再就職を目指す人を対象とした就職に必要な知識と技能
を学ぶ職業訓練（ハロートレーニング）を実施しています。職業訓練施設を見学して、あなたにぴったりな訓練コースを見つけ
てみませんか。

▶ とき
・見学会　２月６日㈫・20日㈫
・説明会　２月13日㈫・27日㈫
▶ところ
　ポリテクセンター大分（大分市）
　☎０９７‐５２９‐８６１５

問商工労政課企業立地・雇用労働係☎㉒８２３９（市役所３階）

詳細はこちら▶

※ 詳細は市ホームページ（下記二次元コード）をご確認く
ださい。

◀電子申請はこちら

市ホームページはこちら▶

●男女共同参画について一緒に考えませんか

　市では、日田市男女共同参画基本計画や男女共同参画の推進に関する重要な事項について、調査・審議する審議会委
員を募集します。

▶ 任期
　７月１日㈪から２年間
▶対象
　 市内に在住又は通勤・通学し、任期開始日に18歳以

上の人
▶募集数
　若干名
▶報酬
　 審議会に出席した場合に報酬をお支払いします（年間２

～３回程度）。

問〒８７７-８６０１（住所記載不要）
　まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５（市役所６階）
　🅼🅼 machidukuri@city.hita.lg.jp

▶申込期限
　３月15日㈮　必着
▶ 申込方法
　 住所・氏名・年齢・性別・電話番号及び下記①②を

記入の上、郵送、メール、電子申請（下記二次元コード）
又は下記窓口に直接提出

①男女共同参画について思うこと
②審議会委員に応募した動機
※①②は合わせて400字以内にまとめてください。
※応募記載内容を総合的に審査し、選考します。

あなたの声を聞かせてください
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問日田市伝統技能活用協議会（商工労政課商業・消費生活係）
　☎㉒８２３９（市役所３階）

●ひた伝統技能マイスター募集

　日田市伝統技能活用協議会は、小・中学校での実技披露などの活動を通して、技能の継承や後継者の育成を図ることを
目的に、伝統的な木材建築技術を有する優れた技能者を「ひた伝統技能マイスター」として認定します。

▶対象　次の全てに該当する人
①市内に5年以上居住している人
② 40歳以上で、現役の技能職者として活躍し、技能を公

開できる人
③ 技能継承の能力に優れ、後継者育成に意欲を有し、マ

イスターとして活動するにふさわしい人格を備えている人
④ マイスターとしておおむね2年以上の活動ができる人
⑤ 対象職種に15年以上の従事経験を有する卓越した技

能者で、次のいずれかに該当する人
・技能検定1級以上の所持者
・職業訓練指導員の有資格者
・専攻建築士の認定者
・ その他、技能の優秀さを広く市民に認識されている人

▶対象職種
　 建築板金、建築大工、かわらぶき、左官、塗装、石材

施工、家具製作、建具製作、表装、畳製作、建築士、
造園、その他木造建築に関わる職種

※ 申請には、組合、団体等からの推薦が必要です。申請
書類と要綱は、市ホームページ（下記二次元コード）及
び下記に備え付けています。

●折り紙で世界のなかまづくり

　日本語を学んでいる外国の人たちと、「やさしい日本語」を通じて交流しながら、折り紙で簡単なひな飾りを作ります。参加
費は無料です。

▶とき　　　 ２月18日㈰　午後２時～４時
▶ところ　　  アオーゼ２階　会議室
▶募集数　　20人（先着順）

▶申込先
　日田市日本語教室（河﨑）☎０９０‐３４１３‐２９７２
※詳細は下記にお問い合わせください。

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ）

詳細はこちら▶

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８ ℻㉒６８６９（アオーゼ１階）

【申請期限　２月29日㈭】

【申込期限　２月16日㈮】

詳細はこちら▶●「みんなの宇治山哲平展～晴～」

　市所蔵美術品の中から宇治山哲平作品の公開展を開催します。

▶ とき
　２月６日㈫～３月17日㈰　午前９時～午後５時
※ 月曜日は休展日（月曜日が祝日の場合はその翌日）。
▶ところ
　アオーゼ２階　美術展示ギャラリー　
▶入場料
　無料

市所蔵美術品公開展
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　「梅の里おおやま」では、毎年２月中旬から３月中旬にかけて、町内約
１万本の梅の花が見頃を迎え、山全体が白や淡いピンク色に染まります。
期間中は生産者の協力のもと、梅園の開放や、大山ダム堤体の大山ライト
アップナイトなどを行います。ひと足早い春の訪れを満喫しませんか。

問大山まつり実行委員会事務局（大山振興局内）☎�３１０１

【おおくぼ台梅園イベント】

■と き　３月３日㈰ 午前１０時～

■内容　梅娘認証式、豊作祈願祭、式典、アトラクション、野
のだて

点 など

※ この日のみ、旧大山中学校グラウンドから無料シャトルバスの運行を
予定しています。会場は、交通規制等によって大変混雑しますので、
無料シャトルバスを是非ご利用ください。（周辺に駐車場はありません）

※ 気象状況によって、開花時期が前後する場合があります。
※ 天候等の状況によって、イベント等を中止又は内容を変更する場合がありま

す。市ホームページ（下記二次元コード）をご確認ください。

第第
４4４4
回
日
田
お
お
や
ま

回
日
田
お
お
や
ま

梅
ま
つ
り

梅
ま
つ
り

２月１8日㈰ ２月１8日㈰ ～ ３月１7日㈰～ ３月１7日㈰期間

おおくぼ台梅園、ふるや台梅園おおくぼ台梅園、ふるや台梅園会場

　JRグループ6社と自治体、地元の観光事業者等が共
同で実施する大型観光キャンペーンです。
　４月１日㈪から６月30日㈰にかけて、福岡県と大分県
が共同で食・温泉・アート・自然など、「至福」「大吉」
をテーマに、鮮度あふれる旅をご提案します。
　訪れる人が感動深く、幸せになる「あたらしい旅」となる
よう、「おもてなし」のご協力をお願いします。

福岡・大分
デスティネーションキャンペーンとは

問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

観光スポット情報や
モデルコースはこちら ▶

　福岡・大分デスティネーションキャンペーンの開催に合
わせて、新D&S（デザイン＆ストーリー）列車の運行が始
まります。
▶コンセプト　ゆふ高原線の風土を感じる列車
▶運行ルート
　 博多駅からゆふ高原線（久大本線）を経由し湯布院・

別府駅間を１日片道１便運行
▶おもてなし駅
・特急かんぱち号（下り）　田主丸駅、恵良駅
・特急いちろく号（上り）　うきは駅、天ケ瀬駅

新D&S列車
特急「かんぱち・いちろく」運行開始！

詳細はこちら ▶

【ふるや台梅園イベント】

■と き　３月10日㈰ 午前１1時～

■内容　地元自治会によるイベント
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皆さんの意見を募集します！ － パブリックコメント －

市では下記の計画（案）を募集期間中に公開していますので、ご意見をお寄せください。
■内容　
①日田市中小企業振興計画（改訂案）
②第３次日田市環境基本計画（改訂案）
③第２期日田市スポーツ推進計画 後期計画（案）
④第４次日田市情報化基本計画（案）
⑤第6次日田市総合計画第3期基本計画（案）
⑥日田市教育行政実施方針（案）
⑦第２次日田市文化振興基本計画（第３期計画）（案）
■ 閲覧場所　 　　　 市ホームページ、市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、各地区公民館（各振興局・

振興センター管内を除く10か所）、下記担当課
■意見の提出方法　住所・氏名を記入の上、市ホームページ（電子申請）、郵便、ファックス、持参のいずれかで提出
■意見の提出先　　市役所３日以内窓口、各振興局・振興センター、下記担当課
■募集期間　　　　①～２月15日㈭
　　　　　　　　　②２月５日㈪～３月５日㈫
　　　　　　　　　③④⑤⑥⑦２月７日㈬～３月８日㈮　
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）　
　①商工労政課地域産業支援係（市役所３階）　☎㉒８２３９　℻㉒８２４６
　②環境課企画推進係（市役所２階）　☎㉒８３５７　℻㉒８２４１
　③スポーツ振興課スポーツ振興係（市役所別館２階）　☎㉒８４４２　℻㉒８２７０
　④情報統計課デジタル推進係（市役所６階）　☎㉒８２６０　℻㉒８２４０
　⑤地方創生推進課創生企画係（市役所６階）　☎㉒８２２３　℻㉒８２５０
　⑥教育総務課総務企画係（市役所別館３階）　☎㉒８２３４　℻㉒８２４８
　⑦社会教育課文化振興係（アオーゼ）　☎㉒６８６８　℻㉒６８６９　

問①商工労政課企業立地・雇用労働係☎㉒８２３９（市役所３階）
　②③市民課生活安全係☎㉒８３９５（市役所１階）
　④⑤⑥都市整備課公園緑地係☎㉒８４１０（市役所５階）
　⑦環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）

●自動販売機設置希望業者を募集！

　下記施設等に設置する自動販売機の設置希望業者を募集します。

▶�設置場所
①日田市勤労者総合福祉センター
②日田市営隈駐車場
③日田市営三本松駐車場
④萩尾公園
⑤月隈公園
⑥竹田公園
⑦日田市葬斎場
▶設置期間
　４月１日㈪～令和７年３月31日㈪
※更新は１回までできます。

▶種類・台数
　清涼飲料水　各１台
※④のみ２台。
▶申込方法　
　 下記問合先に備付けの申込用紙に必要事項を記入の

上、提出
▶申込期限　
①②③　２月19日㈪　午後５時
④⑤⑥⑦　２月29日㈭　午後５時
※ 申込多数の場合は、抽選を行います。

詳細はこちら▶
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人権コラム　　心、豊かに

19　　広報ひた 2024.２.１

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

Information ２.１ 次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈭に発送します。

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
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□
と
こ
ろ
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司
法
書
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事
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所

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
司
法
書
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会
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０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

● 

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集（
一
般
後
期
）

□
募
集
期
間
　
２
月
15
日
㈭
～
３
月
14
日
㈭

□
入
校
試
験
　
３
月
17
日
㈰

□
合
格
発
表
　
３
月
21
日
㈭

□
募
集
内
容
　

・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
20
人

・
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
　
20
人

※
定
員
に
達
し
た
科
は
募
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

●「
民
事
介
入
暴
力
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
日
」開
設

□
と
き
　
２
月
21
日
㈬ 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

「お客様は神様です」

　「人前で歌うとき、あたかも神前で祈るときの
ように、雑念を払ってまっさらな澄み切った心にな
らなければ完璧な藝

げい
をお見せすることはできない。

お客様を神様とみて歌う」。ただ、「お客様は神
だから徹底的に大事にして媚びなさい。何をさ
れようが我慢して尽くしなさいと発想、発言したこ
とはまったくない」と、かの有名人は、表題（フレー
ズ）の真意を説明しています。

　日本が誇る「おもてなしの文化」は、外国人に
も強烈なインパクトを与えています。相手（顧客）
に快適な時間を過ごしてもらうことの喜びを求め
るという、自国にはない心遣いの文化に心を動か
され、日本のサービス現場で働くことを強く希望
する外国人も少なくないようです。

　ところが、この文化を過剰に受け止め、さらに
は自己の承認欲求を満たすため、暴言や暴行、
脅迫、不当な要求に偏ってしまう「カスタマーハラ
スメント（カスハラ）」が問題視され続け、沈静化
の兆しは見えてきません。「度を超えた」行為は
他の顧客への迷惑に止まらず、企業の経営の阻
害、またそこで働く労働者の就業環境に不利益
をもたらすなど、許すことのできないものとなって
います。

　カスハラが起こる要因は、「目の前で起こった
出来事を迷惑行為に変えてしまう、受け手（顧
客）の性質」という個人の内面的な課題とされて
おり、その要因の解消はほぼ不可能と言えます。
このため、悪質な行為を繰り返す客の宿泊を断
ることが可能となった改正旅館業法の施行（令和
５年12月13日）や、ある航空会社は運送規約を
定めた約款を見直し、搭乗を拒否できる迷惑行
為の明示の検討を始めるなど、各方面でカスハ
ラを抑止する動きが始まっています。

　「おもてなしの文化」がこの先も称賛を受ける
ために、その質を高めるための顧客の声は重要
です。ただ、相手の非ばかりを取り上げて、迷惑
行為によって自分の心の欲求を満たそうとする、
そんな「神様」であってはいけません。

自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
及
び
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物
軽
自
動

車
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内
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各
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送
が
で
き
る
車
両
及
び
人

員
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

・ 

そ
の
他
、市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と

■
申
込
方
法
　
左
記
に
備
付
け
の
申
請
書
に
必

　
要
事
項
を
記
入
の
上
、提
出

※ 

必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
２
月
29
日
㈭

問
地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
☎
㉒
８
６
２
７（
市
役
所
６
階
）

●
２
月
は「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
」月
間

□
と
き
　
２
月
１
日
㈭
～
29
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
無
料
相
談
）

大
肥
の
郷
麦
踏
み
交
流
フ
ェ
ス
タ

畑
に
広
が
る
緑
色
の
芽
を
踏
ん
で
麦
を
強
く
す

る「
麦
踏
み
」を
行
い
ま
す
。
畑
で
は
ド
ラ
ム
缶

ロ
ー
ラ
ー
、大
玉
遊
び
も
行
い
、会
場
で
は
地

域
屋
台
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は
長
靴
を

持
参
し
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
２
月
18
日
㈰
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ
　
夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
・
周
囲
の
畑

問
麦
踏
み
交
流
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　
☎
０
９
０
‐
１
１
９
４
‐
２
３
０
５

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
活
動
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
５
６（
市
役
所
６
階
）

令
和
６
年
度「
広
報
ひ
た
」等

文
書
送
達
委
託
業
務
入
札
参
加
者
募
集

■
参
加
資
格

・ 

市
内
で
配
送
業
を
営
む
法
人
で
、一
般
貨
物

タ
ウ
ン
情
報

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

　
大
分
県
警
察
本
部
暴
力
相
談
電
話

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
１
０

●
行
政
書
士
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

□
と
き

　
２
月
21
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

□
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
О
М
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

　
℻
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
６
２
２

●
第
１
０
７
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

□
と
き
　
２
月
25
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/
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お
知
ら
せ

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
相
談
会

日
田
税
務
署
で
は
、住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
確
定

申
告
書
作
成
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
税
務
署

■
対
象
者

　 

給
与
所
得
者
で
、令
和
５
年
中
に
住
宅
を

ロ
ー
ン
で
購
入
又
は
増
改
築
し
、同
年
中
に

入
居
し
て
い
る
人

■
申
込
方
法
　
左
記
窓
口
又
は
電
話
で
申
込
み

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
９（
自
動
音
声
案
内
）

【
予
約
制
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り
が
次

の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。
前
日（
開
庁

時
間
帯
）ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
２
月
の
開
庁
日

・
２
月
８
日
㈭
・
20
日
㈫

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

・
２
月
25
日
㈰
　
午
前
９
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
市
民
課（
市
役
所
１
階
）

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て
支
給
さ
れ

る
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当（
11

～
１
月
分
）を
振
り
込
み
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
２
月
９
日
㈮

※ 

次
の
よ
う
な
場
合
は
、支
給
対
象
か
ら
外
れ

ま
す
の
で
、左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
振
り
込
み

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　
２
月
５
日
㈪

※ 

振
り
込
み
の
時
間
は
、金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
相
談
室
こ
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉒
８
２
９
２（
市
役
所
１
階
）

第
４
回
自
死
遺
族
の
つ
ど
い【
要
予
約
】

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
遺
族
を
対
象

に
、「
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
３
月
６
日
㈬
　
午
後
2
時
～
4
時

※
受
付
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
。 

■
と
こ
ろ

　 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
大
分
市
）

■
参
加
費
　
無
料

■ 
申
込
方
法

　 
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈬

問 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

健
康
・
福
祉

「
農
地
」に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す

「
農
地
」に
つ
い
て
、貸
し
た
い
・
借
り
た
い
・

探
し
た
い
等
、ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
21
日
㈬
　
午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ
　
農
業
委
員
会
室（
市
役
所
３
階
）

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
19
日
㈪

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
㉒
８
２
１
３

　
℻
㉒
８
２
４
６（
市
役
所
３
階
）

日
田
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

日
田
税
務
署
に
、確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま

す
。
混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、会
場
に
入
場
す

る
際
は
、入
場
で
き
る
時
間
枠
が
指
定
さ
れ
た

「
入
場
整
理
券
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

確
定
申
告
は
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
た
申
告
も
で
き
ま
す
の
で
、是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
期
間
　
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

※ 

入
場
整
理
券
は
会
場
で
当
日
配
布
し
ま
す

が
、２
月
６
日
㈫
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
行
い
ま
す
。

 

※ 

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
納
付
証
明

書（
確
定
申
告
用
）は
税
務
課
税
制
窓
口
係
で

取
得
で
き
ま
す
。
電
話
で
請
求
い
た
だ
く

と
、自
宅
に
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７（
市
役
所
１
階
）

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、毎
年
８
月
か
ら

翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基

準
額
を
超
え
た
場
合
に
、そ
の
超
え
た
額
に
つ

い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
大
分
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま

れ
る
人
に
、２
月
に
お
知
ら
せ
の
文
書
と
支
給

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係（
市

役
所
１
階
）、各
振
興
局
で
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

　 

支
給
申
請
書
、お
知
ら
せ
の
文
書
、口
座
情

報
が
確
認
で
き
る
も
の（
通
帳
等
）、後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、介
護
保
険
被
保
険

者
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の
、

申
請
者（
代
理
人
を
含
む
）の
身
元
確
認
が
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１（
市
役
所
１
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！【
要
事
前
申
込
】

■
と
き
・
対
象

　
２
月
18
日
㈰
　
午
後
６
時
～
８
時

　
30
～
40
代
の
独
身
男
女

■
と
こ
ろ
　
ス
ロ
ー
カ
フ
ェ 

丸
山
店

■
募
集
数
　
男
性
８
人
、女
性
８
人

■
参
加
費
　
３
千
円（
ア
ル
コ
ー
ル
は
別
途
）

■
申
込
み
・
問
合
先
　
天
使
の
お
つ
会（
矢
野
） 

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

問
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３（
市
役
所
6
階
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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自分で植えた野菜で健康に
　12月12日、大野地区の実験畑で、体験学習会「菌ちゃ
ん野菜収穫編」が行われた。これは、令和5年6月の土づく
りから始まった「菌ちゃん野菜づくり学習会」の締めくくりの
作業。この日、前津江小学校の児童も参加して白菜や大
根などの収穫を行い、鍋や漬物、サラダの材料としてそれ
ぞれ持ち帰った。また、無煙炭化器を使った竹炭づくりの
実演も行われ、児童たちは興味津々の様子だった。

口は命の入口、心の出口
　12月14日、前津江公民館で「令和5年度前津江町人
権講演会・男女共同参画セミナー」が開催された。佐伯
市のコミュニティ食堂「志

しえん
縁や」代表の柴田真

しんすけ
佑さんが「口

は命の入口、心の出口」と題して講演。柴田さんは防災と
食のつながりを話し、「命の免疫力高めましょう」と明るく
語り掛けた。災害が多い中で生きていくためには、健康を
保つことが重要という話に、参加者は真剣に耳を傾けていた。

感動と安心のあかり
　中津江村交流促進センターでは、11月19日から夜間
のイルミネーションを行っている。企画したのは、商工関係
者で構成される「奥日田あかり」。点灯初日には、点灯式
や食事が振舞われる“おもてなし交流会”などのイベント
で賑わった。山々に囲まれた夜の閑静な中津江村で人々に

「感動」と「安心」を与えるイルミネーションは、2月15日ま
で続く。

中津江村自慢の「めがね橋」
　12月2日、間

ま ぢ ば し
地橋ライトアップの点灯式が開催された。

これは、中津江村唯一の石造橋を人々に再認識してもらお
うと、地元の丸蔵親和会が企画。一夜限りの居酒屋「赤ちょ
うちん丸蔵」では、約40人の来客が一年を振り返りながら
親睦を深めた。地元の人から「めがね橋」と呼ばれ親しま
れている間地橋のライトアップは、12年続く年末年始の恒
例行事となっている。

中津江

前津江

T O W N   T O P I C S   I N   H I T A

まちの話題
日田
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　11月１８日、TVアニメ『進撃の巨人』の放送開始10周
年を記念し、大山町の田来原美しい森づくり公園で植樹
式が行われた。『進撃の巨人』の原作者で大山町出身の
漫画家・諫山創

はじめ
さんと主人公エレン・イェーガーの声優・

梶裕
ゆうき

貴さんらが植樹した木は、物語にも登場する「あの丘
の木」がモチーフとなっている。この日は、大山文化センター
でトークショーもあり、全国から220人のファンが集まった。

第53回大分県技能祭 受賞報告
　大分市で開催された「第53回大分県技能祭」技能コン
クール入賞者が、12月21日に市長報告を行った。受賞
したのは、日田地域技能士会で「大分県知事賞（第１
位）」、さらに個人の部でも優勝者３人を含む７人が優秀な
成績を収めた。企業の部でも、大分合同新聞社賞を１企
業が受賞。受賞者は「先輩や家族のおかげで受賞できた」
と話した。

ダム建設功績者表彰を受賞！
　11月27日、国土交通省が管理している松原ダム・下
筌ダムで、環境保全啓発活動を行っている「松原ダム湖面
環境推進委員会」と「NPO法人下筌ダム湖

みずうみ
と森の会」がダ

ム建設功績者表彰を受賞。これは、ダムの環境美化活動
に尽力した団体に対して功績表彰を行うもの。日頃からダ
ム湖周辺の美化啓発活動や環境保全を行っている両団体
のおかげで、ダム湖はいつも美しく保たれている。

第14回日田の木と暮らしのフェアを開催！
　12月3日に、パトリア日田と中央公園で、「第14回日
田の木と暮らしのフェア」が開催された。当日は、日田市
の基幹産業である林業・木材産業を多くの人たちにアピー
ルすることを目的に、木材製品の展示やワークショップをは
じめ、木工教室や地場産物の即売等が行われた。また、
中央公園では伐木チャンピオンシップが行われるなど、会
場は大いに盛り上がった。

アニメ『進撃の巨人』10周年記念植樹

©諫山創／講談社

©諫山創／講談社
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天瀬

上津江

光の世界へ ようこそ！
　12月10日、出口コミュニティセンターで「ウインターフェ
スタ2023光の迷宮（ラビリンス）」のイルミネーション点灯
式が行われた。これは、いでぐちウインターフェスタ実行委
員会が主催したもの。カウントダウンに合わせスイッチが押
されると、約８万球のＬＥＤが一斉に輝き、集まった多くの人
たちから歓声が上がった。会場では藤蔭高校吹奏楽部や
オペラなどのステージイベントもあり大いに賑わった。

ひとと温泉と未来をつなぐ
　12月3日、天ヶ瀬温泉街で第4回「吊り橋マルシェ」が
開催された。このイベントは、吊り橋マルシェ実行委員会が
主催。飲食や雑貨の店約30店舗が勢揃いしたほか、天ヶ
瀬温泉の魅力を感じてもらえるよう、おすすめスポットを廻
るスタンプラリーも企画された。（一社）あまみらによる餅
つきも行われ、参加した子供たちは使い慣れない杵を手に

「お餅を食べるのが楽しみ」と笑顔で話した。

思いやりの気持ちを大切に
　12月15日、上津江振興局で人権講演会が開催され
た。今回は、市人権研修講師の佐藤康

やすお
雄さんを迎え、「み

ぢかな人権のヒント」というテーマで実施。日常生活にお
ける無意識の思い込みが偏見につながることを隣席の人と
の話し合い等を交えながら学んだ。参加者からは、「とて
も分かりやすい講演だった」「相手への思いやりの気持ち
が大事であると改めて感じた」といった感想が聞かれた。

高飯祭りで親睦を深める
　12月8日、浦集落で五穀豊穣に感謝し無病息災を祈願
する「高

たかまま
飯祭り」が開催された。1年の12か月を意味する

12枚のアオキの葉に、小豆飯を載せ祠
ほこら

に捧げたあと、参
加者は山盛りの小豆飯などを食べた。これは食料が少な
かった昔、年に一度はお腹一杯のご飯を食べ、親睦を図ろ
うと始まったもの。班長の林信

のぶゆき
行さんは「随分と人が減って

しまったが、体が動く間は続けたい」と話していた。

T O W N   T O P I C S   I N   H I T A

まちの話題
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お互いを認め合うことの大切さを学ぶ
　11月20日、大山文化センターで「大山町人権講演会・
男女共同参画セミナー」が開催された。講師に迎えたのは、
大分県人権問題講師団所属の進

しん
美
み ほ こ

保子さん。約40人が
参加する中、「わたしも　あなたも」と題して講演が行われ
た。参加者からは「いろいろな角度から人の意見を考え、
認め合うことが大切。暮らしの中で起こりうる差別、偏見
について自分でよく考えてみたい」との声が聞かれた。

サンタさん、ありがとう！
　12月20日、おおやまこども園で、「クリスマス会」が開
かれた。町内の人が扮したサンタクロースとトナカイが現
れると、園児たちは歓声を上げながら大喜び！サンタクロー
スからプレゼントを手渡されると、園児たちは元気に「あり
がとう！」とお礼を言って握手をしていた。最後は、全員で
大きな輪になり、クリスマスソングに合わせて楽しくダンス
を踊った。

　12月23日、大山公民館研修室で「大山町移住者交流
会」が開催された。この交流会は、移住者と地域住民の交
流の場を設けるため、大山公民館と住民自治組織「大山
すみいい会」の主催で行われたもの。32人の参加者が自
己紹介をしたあと、ワークショップで「ミニ門松作り」を行っ
た。各自で松や梅の枝、南天、ゆずり葉などの材料を自
由に選択。土台となる竹筒にデザインを考えながら材料を
差し込んで形を整えた。作業を終えたあとは、お茶やお菓
子を食べながら歓談し、交流を深めた。
　参加者からは、「難しかったけれど、きれいにできて良かっ
た。たくさんの人に会えて貴重な体験をしたので、両親に
も伝えたい」「子供たちが素晴らしい感覚で個性的な作
品を作り上げたことに感心した。こんな機会があれば、ま
た参加してみたい」などの感想が聞かれた。

和やかな雰囲気の交流会で貴重な体験

大山
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困ったときはご相談ください 日田市消費生活センター（市役所６階）☎㉒９３９３（相談専用）

消費者トラブルに役立つ情報や、日常生活にかかわりの深いテーマを取り上げ紹介します

どこに相談して良いか分からない場
合は、一人で悩まずに、消費者ホット
ライン188番（消費者庁が消費者に
お近くの消費生活相談窓口を案内す
る目的で作った電話番号）をご利用
ください。

もしも、契約によって
トラブルに巻き込まれた場合は？
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右記二次元コードから「先輩移
住者のひた暮らし」も見てね！
問ひた暮らし推進室移住促進係
　☎㉒８３８３（市役所 6 階）

見守り
瓦版⑨

初めての一人暮らしは気を付けて！
5大消費者トラブル

　令和4年4月から成年年齢が引き下げられ、18・19
歳の若者も大人として様々な契約ができるようになりまし
た。新生活に向けて一人暮らしを始める人は、①住宅の
賃貸借 ②引っ越し関連 ③訪問販売 ④儲け話 ⑤通信契
約（スマートフォンやネット等）の５つのトラブルにご注意く
ださい。詳細は市ホームページ（上記二次元コード）をご
確認ください。
　困ったときは、消費生活センター等にご相談ください。

大好き図書館！ 詳細は市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

手 話 で 話 そ う

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

動画も公開しています。
一緒にやってみましょう！

今月の手話

※ 手話表現は、地域や年代で多少異なる場合があります。

おいでよ！
おはなし会
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新刊情報

2024 新春節分ぬりえ
５月の休館日（〇…休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

「龍のぬりえにチャレンジ」
■配布期間　２月１２日㈪まで
■館内展示期間　２月２５日㈰まで（児童コーナー壁面）

　図書館では「本を読みたいけど、文字が読みづらい」
と感じる人たちに、次のものをおすすめしています。
・大活字本　 
　 弱視の人にも読みやすいように、行間等を調整し、大き

な活字で組み直した本です。
・ＬＬブック 
　 文字を読んだり、本の内容を理解したりすることが苦手

な人でも、絵や写真で分かりやすく読めるように工夫さ
れた本です。

・リーディングトラッカー
　 読みたい行に集中して読めるように、両隣の行の文字

を隠して読み進めたり、読みたい行の文字を拡大したり
できる読書補助具。図書館窓口で貸出用に準備してい
ます。

□とき
　2月10日㈯
　午後3時～
　2月24日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

　漢字の歴史やなりたち、意味の変遷、誰かに話したくな
る難読漢字…知っているようで知らない、面白い漢字のト
リビアを大紹介！

しってる？しらない？
漢字びっくり事典
こざき ゆう／文　加納徳博／絵
金田一秀穂／監修
株式会社ポプラ社／発行所

２月の休館日（〇…休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29

今回の紹介者は、林業振興課の職員です。

「筆談でお願いします」㉓

　左の手の平に、つまんだ右手2指で文字を書く仕
草をし、右手はそのままで、左手の平を2回ほど前後
させます。手の平を前後することで、会話のやりとり
をしている様子を表します。

筆談 お願いします

●▶

　右手を顔の中央から少し下ろしながら、軽くお辞
儀をします。

●▶

文字が読みづらいと感じていませんか

色を塗った「ぬりえ」は、期間中に持って来て
ください。手順等詳細は市ホームページ（右
記二次元コード）をチェック！



♥…乳幼児対象♣…小学生対象★…事前予約必要

　児童館の利用には、年１回登録申請書を提出してください。松原児童館（☎�２９２２）は毎週土曜日のみ開
館しています。詳細は、市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

中央児童館 
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

天瀬児童館 
☎�８９２２ ℻�８９２２

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館 
☎�２９０１ ℻�２９０１

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

チャイルドプラザ 
☎㉕５３００ ℻㉕５３０１

９:30～12:３0、13:00～15:００
土・日曜日、祝日休館

スマイル（ひのくま子育て支援センター）
☎㉒７５６５ ℻㉒７５６５ ９:30～12:３0、1４:00～1６:０0

土・日曜日、祝日休館

子育てフレンズ『ぽけっと』（丸の内子育て支援センター） 
☎㉓１８９０ ℻㉘５１５５

子育てを応援します！児童館・支援施設
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子育てフレンズ『ぽけっと』（丸の内子育て支援センター） 
☎㉓１８９０ ℻㉘５１５５

2月の主な催し

♥すくすく相談　2日㈮　10:00～11:30
◦お話し会
　♥8日㈭　10:30～11:00
　♣21日㈬　15:30～16:00
◦おひなさま制作
　♥15日㈭　10:30～11:30
　♣24日㈯　10:30～11:30

■世帯数
　27,581世帯 

■人口　61,113人
　（前月比-35人）
・男　29,082人
・女　32,031人

♥★産後ヨガ　６日㈫　10:30～11:30
♥★ベビーマッサージ教室　14日㈬　10:30～11:30
♥★わくわく制作
　15日㈭・16日㈮
　10:30～11:30
◦おもちゃ病院
　21日㈬　10:00～15:00

♣アクアビーズ作り
　10日㈯　10:30～11:30
♥おしゃべり広場
　14日㈬　10:30～11:00
◦おひな様制作
　♥21日㈬　10:30～11:30
　♣24日㈯　10:30～11:30

★節分会　2日㈮　10:30～11:30
★ペタペタアート　8日㈭　10:00～12:00
★ロイヤルベビーマッサージ
　レッスン
　10日㈯　10:00～12:00
★親子エクササイズ
　２8日㈬　10:30～12:00
★ツインズクラブ
　２8日㈬　13:30～15:00

★足育ひろば
　15日㈭　10:00～12:00
★アートの日
　18日㈰・19日㈪
　10:00～11:30
★ときめキュンキュン♡
　フラワーアート
　22日㈭　10:00～12:00

◦作品展（パトリア日田）　～8日㈭　
※ 4日㈰にみそら会70周年記念イベントを行います。
★パパといっしょ
　「おもいっきり遊ぼう！」
　10日㈯　10:00～11:30
※限定7世帯。
◦ぴよぴよ・ままんルーム
　「赤ちゃんの安全」　
　27日㈫　10:00～12:00

日日田市の人口田市の人口（（令和5年12月31日現在）令和5年12月31日現在）

元気な日田っ子集まれ！
月生まれ Happy Birthday
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梶原叶
と わ

羽ちゃん 原 永
と わ

和ちゃん金森椿
つばき

輝ちゃん 村瀬 旭
こう

ちゃん

神田晄
こ う

佑ちゃん 桒野優
ゆうり

利ちゃん増永江
こうた

汰ちゃん オトゥール櫂
かい

ちゃん

權藤央
おうか

香ちゃん 堤 奏
そうた

汰ちゃん

1歳 1歳 1歳 1歳

1歳 1歳 1歳

2歳

2歳

3歳

問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

※ 申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
※ 日田市に住所がある3歳までのお子さんが対象です。
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。

月に誕生日を迎える「元気な日田っ子」募集中！４
月1日までに電子申請（右記二次元コード）からお申し込みください。▶３

Happy Birthday
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広報ひたは、資源保護のため植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル 
デザインフォントを採用しています。
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椋野美智子
市長コラム
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③ 挑戦を続けること。自分で決めた挑戦は、確実に生き
ていく上での力となります。若い人たちの挑戦こそが
私たちの未来を拓いてくれます。

　このことは、暮れに読んだ『進撃の巨人』でも描かれ
ていました。巨大な歴史の流れの中で、無力に見える一
人ひとりの個人の「自由とは何か」「生きることの意味は
何か」が問い掛けら
れていて、国を越え
て若い人たちを惹き
つける理由が見えた
気がしました。

　新年早々、能登半島で大きな地震がありました。突然
の災害に襲われると、私たちは何気ない日々の暮らしの
大切さ、助け合うことの尊さを改めて痛感します。亡くな
られた方のご冥福を祈るとともに、被害に遭われた方に
心からお見舞い申し上げます。
　さて、先日の「20歳のつどい」の式辞で、私は3つの
ことを話しました。
① 困ったら一人で抱え込まずに助けを求めること。ふるさ

と日田はいつでも、いつまでも応援しています。
② 異文化に属する人と協働する経験を重ねること。予測

が難しい時代にあって、多様な人と協働できればでき
るほど大きな助け、力となります。

ふるさと日田はいつでも、いつまでも、あなたを応援

　これまで月２回（１日号と15日号）発行していた広報ひたにつ
いて、令和５年１月に実施した「日田市の広報に関するアンケー
ト」の結果（右記二次元コード）及びこれまでに寄せ
られたご意見等を踏まえ、４月から毎月１回（１日発
行）に変更します。これに伴い、広報ひたに併せて配
布する物や回覧も月１回となります。

　月１回の変更に合わせて「より親しみやすく身近な広報紙」を
目指し、広報紙面の大幅なリニューアルを予定しています。

広報ひたの紙面をリニューアルします

広報ひたは月１回の発行に！

４月から

新広報ひた
●月号

　今後も市ホームページや各種公式SNS（LINE、Facebook、X、Instagram）、KCV文字放送や防災ラジオなど様々
な媒体を活用して、市政情報をより充実してお届けします。

@hitacity_official 「日田市役所」で検索 @Hitacity_pr「日田市」で検索

LINE Instagram Facebook X（旧Twitter） 日田市防災ラジオ

▲申請はこちら

広報ひた以外の方法でも情報をお届けします

問地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）


